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へ近づき,e>ec でD-- となる状態- (new･fixedpoint- むかって )解は移って
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ここに, A は tensorで表わす｡
(7)の領域で, )と7はkcだけで温度によらないO即ち,vanHovetheoryがk<kc






























してい く｡ kxキ 0ならば,
kyは tD≫ 1でどんどん
大き く な っていき,減衰する｡
らなくなる｡ この領域でゆらぎは熱的にこわれず shearで運ばれるのでこうなる｡その他
いろいろな新しい側面が発見された｡手法としては, 8-展開を使うが,この手法の新し
い応用を拓くものと考える｡
平衡のまわりの理論と違 うのは次の2点である｡
i)新しい長さ(もしくは時間 )が relevantな量としてあらわれる｡
i)staticsとdynamicsが不可分である｡
実験的にも未知の領域であり,これからの発展を期待したい(とくに光散乱 )｡
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